
令和６年度 入学試験問題 後期 地学 出題意図及び解答例 

 1   

問 1 

(1) [ア] 平均海水面（平均海面） [イ] 地球楕円体 [ウ] 標準重力 

(2) [最も密度が小さい] 物質 3 [組み合わせ] D 

(3) 出題の意図：地球内部の密度変化に関する理解を問う． 

(4) 出題の意図：重力測定値の補正に関する理解を問う． 

 

問 2 

(1) 出題の意図：地球形成時の熱エネルギーに関する理解を問う． 

(2) 出題の意図：地殻から発生する熱量に関する理解を問う． 

 2   

問 1 ( c ) 

問 2 出題意図：地下断面の理解を問う． 

問 3 ( d ) 

問 4 ( a ) 

問 5 出題意図：特定の地域の地史についての理解を問う． 

 

 3   

問 1 出題意図：地球におけるエネルギー収支が緯度により異なることに関する理解を問う． 

 

問 2 

(1) 出題意図：ハドレー循環における空気の循環の様子に関する理解を問う． 

(2) 名前 貿易風 風向 北東 

(3) 出題意図：大気の循環と海洋表層の環境の関係についての理解を問う． 

 

問 3 出題意図：海洋の大循環が生じるメカニズムに関する理解を問う． 

 

 

 

 



4 
問 1【解答】X 線, (赤外線も可) 

出題意図：電磁波の種類と宇宙探査での利用についての基礎的知識を問う. 

問 2【解答】距離の計算: d 光年=3.26/0.0109 秒=299.08≒約 300 光年 

出題意図：年周視差の公式を使う計算問題. 

問 3【解答】(ケプラーの第 3 法則 r3=KT2) 

13/19.52=x3/8.72 75.69/380.25=x3=0.19905   0.63=0.216>x>0.53=0.125 

惑星 A の主星からの距離を 1 とした場合に,惑星 B の主星から主星までの距離は 0.5〜0.6

となる.したがって惑星 A に比べて主星からの距離が半分程度しかなく近いため,惑星表面

温度が惑星 A よりも高く水が液体の状態で存在出来ない可能性が高い. 

出題意図：惑星表面における液体の水の存在(水の三態が共存)が,主星からの距離に依存し

た温度に依ることの基礎的理解と,ケプラーの法則を使った推定計算. 



【問題冊子】

●補足説明

　問３　問題文の最後に追加

　　なお、この恒星系でもケプラーの法則が

　　成立しているものとする。
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補足説明
「地学」














